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1 1月 22日 例会は 11月 20日 IMに変更になります

全員登録でクラブより例会受を納めてあります。

欠席なきようお願 します。的、当自分科会について

第三分科会は入会 3～ 4年 目の会長の方々にお願い致

しておりますが会場の都合上 (約100名 )罰 当があ

りまして、藤原会自 由 力会員、永力会員、福島会員、

田島会員、格垣会員以上 6名 の多加をお願いします。

他の会員の方々は第一分科会にウカロお願いいたします。

先週配布いたしました IMの リーフレッ ト当日必ずご

持ウ下さい、当日はプログラム改めての配布はござい

ません。
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10月 出席ガバナー事務所に報告 しま した 01 8 6指

例会安更事務局へ

奏京レインホーロータリークラブより、テャーターナ

イ トのお知らせが来ています。
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秋山 お 進  く東京椰城 RC)お 世賠になります。

お守 私 塙 フ ォーラムにごほ力をお願いします。

伊輝ケイ子 宮 本パネラー■しくお願いします。

勉強させていただきます。

津野 業 一 本 日はクラブフォーラムです。
よろしくお申いいたします。

日間 後 二 三 超開店、活気ある多摩センターになる手

を行つて。

杉山 英 巳 に 生祝いを■きましたので。

結口 舞 子 当 分駐Ⅲものnt保大室ですね。
足立潤三郎 三 越、大塚家泉オープンのていて来ました、

大安な人でした、人が多い事はいいことで

すね。
大な Bt二  10月 29日 "会 10096出 席となりまし

たので、出席奏員会として。

吉沢 洋 = 本 日のクラブフォーラム宜じくお願いしま

す。
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◎ニヨニコ30X 親建活動委員会  小 泉  博

一回クラブフオー ラ

な影害を与えることになつた。

と配雨子の共重点、相逮点等の解脱の後、関連して貫疑
応答、を見交換を行つた。

一会員ブロフィール (第17回 )海 野 栄 ――

略歴を、という事で1965年 ごろが   フ ッとよぎ
つた。高度成長期の黎明としての東京オリンピック開催
のT度 その頃は、様々な
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した時代でもあった。それてれが途移い、激 しく、そし

て全力で生きた。第2次 六触後世界勢力は三分され、景
か西かであり、社会構造も又、は被臨争の■っ只中で
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対立だけが強胡され、多様な選択度は存とし行ない車境
であつた。香応なくをき込まれる2極 思考の増塩にあつ

て、日角泊を飛ばし、文宇五り身体をなつて , ・ たつ

た一つしかない■理とやらに0か つて対持しようとした

あの頃を思い起こす。21世 韓を自前にしてあの時代は
“
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である。ビックバン、クロー′ヽルスタンダー ド・1・ ど

うやら、20世 紀の電成を4し 、旬士を促す
°
しなやか
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な思考ポ求められる析世紀となりそうだ  ・ 。

大阪席出身 中 学 高 被■宗登 〈大級大付属)上 京

早大 (較)卒 秦後 を 生をほて当初資金30万 円で会社

紀宗 く24歳 ～)実 匠多岐 械 単種B体  5人 家族

大2匹

◎ 析 世代曇員会おヽら、作文お祭の発豪があリポスター

指示年のご協力要監ありました。

〈今lBの担当  永 井 峰 子)

0奏 員長検拶
0パ ネラースピーテ

R情報壊員長 海 野 栄 ―

′くネラー   言 本  激

「決ほ 23～ 34Jの 歴史的なと
「これは有名な基段であり、ロータリーの歴史に■大の

日採を持つものである。 1923年 の七ン トルイス年次

大会において来臨 23～ 34号 として採決されたもので

あるが、その後1026年 のデンヴァー大会決ほ26～
6号 等で改定されて今日にいたつている。これが提出さ
れた1923年 頃にはロータリーの内部で社会春仕の方
針にについて、個人の事社かクラブとしての尊仕か理船
派と実行派との「B5に激しい対立nt生じロータリー分製の

危機をさえ招くにこったのであるが、この決陰を採択し
たことによってその危機も揮鴻して今日の日―夕リーを
無くことにおいたのである。J‐ 笹部最 ―

ロータリー活動のネ■の表現とされている「23‐34泉

出Jに関連して、ガィ,ガンディガーの「ロータリー通解J
は重要な資料である。同書は、上BB大路自の初期の頃、
ロータリアンにロータリーとは何かを壊えるために、Rl

霞臨 親 古担当委員長であつたガイ ガ ンディガーによ
つて,か れたものであり、「23‐34泉験Jの基本にも大き


